
DDAS

この章では、デバイスエイリアスサービスの配信方法について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

• DDAS, 1 ページ

DDAS
Cisco SANのスイッチは、ファブリック規模単位で配信デバイスエイリアスサービス（デバイス
エイリアス）をサポートします。

デバイスエイリアスの概要

Cisco SANのスイッチは、ファブリック規模単位で配信デバイスエイリアスサービス（デバイス
エイリアス）をサポートします。

Cisco SANスイッチで（ゾーン分割、DPVM、ポートセキュリティなど）異なる機能を設定する
ためにデバイスのポートWWN（pWWN）が指定されている必要がある場合、これらの機能の設
定を行うたびに適切なデバイス名を割り当てなければなりません。デバイス名が間違っている

と、予期しない結果を引き起こす可能性があります。pWWNにわかりやすい名前を定義し、必要
とされるすべてのコンフィギュレーションコマンドでこの名前を使用すれば、こうした問題を回

避できます。このようなわかりやすい名前をデバイスエイリアスと呼びます。

デバイスエイリアスの機能

デバイスエイリアスには、次のような特徴があります。

•デバイスエイリアス情報は、VSAN設定とは無関係です。

•デバイスエイリアス設定および配布は、ゾーンサーバおよびゾーンサーバデータベースと
は無関係です。

•データを失うことなく、従来のゾーンエイリアス設定をインポートできます。
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•デバイスエイリアスアプリケーションはCisco Fabric Services（CFS）インフラストラクチャ
を使用して、効率的なデータベースの管理および配布を実現します。デバイスエイリアス

は、協調型配信モードおよびファブリック規模の配信範囲を使用します。

•基本モードと拡張モード。

•ゾーン、IVRゾーン、またはポートセキュリティ機能を設定するために使用されたデバイス
エイリアスは、それぞれの pWWNと一緒に、showコマンド出力に自動的に表示されます。

追加情報については、ご使用のデバイスの『System Management Configuration Guide』の「Using
Cisco Fabric Services」を参照してください。

関連トピック

デバイスエイリアスのモード, （4ページ）

デバイスエイリアスの前提条件

デバイスエイリアスには、次の要件があります。

•デバイスエイリアスを割り当てることができるのは pWWNだけです。

• pWWNとマッピングされるデバイスエイリアスは、1対 1の関係である必要があります。

•デバイスエイリアス名には、最大 64文字の英数字を使用でき、次の文字を 1つまたは複数
加えることができます。

◦ a～ zおよび A～ Z

◦デバイスエイリアス名は、先頭の文字が英数字である必要があります（a～ zまたは A
～ Z）。

◦ 1～ 9

◦ -（ハイフン）および _（下線）

◦ $（ドル記号）および ^（キャレット）記号

ゾーンエイリアスとデバイスエイリアスの比較

次の表で、ゾーンベースのエイリアス設定とデバイスエイリアス設定の違いを比較します。

表 1：ゾーンエイリアスとデバイスエイリアスの比較

デバイスエイリアスゾーンベースのエイリアス

VSAN番号を指定せずにデバイスエイリアスを
定義できます。また、同一の定義を何の制約も

なく 1つまたは複数のVSANで使用できます。

エイリアスは指定したVSANに限定されます。
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デバイスエイリアスゾーンベースのエイリアス

pWWNを使用するすべての機能にデバイスエ
イリアスを使用できます。

ゾーンエイリアスは、ゾーン分割設定の一部で

す。他の機能の設定にはエイリアスマッピン

グを使用できません。

pWWNだけがサポートされます。エンドデバイスを指定するのにすべてのゾーン

メンバタイプを使用できます。

デバイスエイリアスは、ゾーン分割に限定され

ていません。デバイスエイリアス設定を

FCNS、ゾーン、fcping、および tracerouteアプ
リケーションで使用することができます。

設定はゾーンサーバデータベース内に含まれ、

他の機能では使用できません。

デバイスエイリアスデータベース

デバイスエイリアス機能は 2つのデータベースを使用して、デバイスエイリアス設定を受け入
れ、実装します。

•有効なデータベース：ファブリックが現在使用しているデータベース

•保留中のデータベース：保留中のデバイスエイリアス設定の変更は保留中のデータベースに
保存されます。

デバイスエイリアス設定を変更する場合、変更している間はファブリックがロックされたままの

状態なので、変更をコミットまたは廃棄する必要があります。

デバイスエイリアスデータベースの変更は、アプリケーションによって検証されます。いずれ

かのアプリケーションがデバイスエイリアスデータベースの変更を受け入れることができない場

合、これらの変更は拒否されます。これは、コミットまたは結合の操作によって行われたデバイ

スエイリアスデータベースの変更に適用されます。

デバイスエイリアスの作成

保留データベースにデバイスエイリアスを作成できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

保留データベースコンフィギュレーショ

ンサブモードを開始します。

device-alias database

例：
switch(config)# device-alias database
switch(config-device-alias-db)#

ステップ 2   

pWWNによって識別されるデバイスのデ
バイス名を指定します。これが最初に入

device-alias name device-name pwwn
pwwn-id

例：
switch(config-device-alias-db)#
device-alias name mydevice pwwn
21:01:00:e0:8b:2e:80:93

ステップ 3   

力されたデバイスエイリアスコンフィギュ

レーションコマンドであるため、保留デー

タベースへの書き込みを開始し、同時に

ファブリックをロックします。

pWWNによって識別されるデバイスのデ
バイス名を削除します。

no device-alias name device-name

例：
switch(config-device-alias-db)# no
device-alias name mydevice

ステップ 4   

既存のデバイスエイリアスを新しい名前

に変更します。

device-alias rename old-device-name
new-device-name

例：
switch(config-device-alias-db)#
device-alias rename mydevice
mynewdevice

ステップ 5   

例

次に、デバイスエイリアス設定を表示する例を示します。

switch# show device-alias name x
device-alias name x pwwn 21:01:00:e0:8b:2e:80:93

デバイスエイリアスのモード

エイリアスが基本モードまたは拡張モードで動作するように指定できます。

基本モード（デフォルトモード）で動作する場合、デバイスエイリアスはすぐに pWWNに展開
されます。基本モードで、デバイスエイリアスがたとえば新しい Host Bus Adapter（HBA）を指
定するように変更された場合、その変更はゾーンサーバには反映されません。ユーザは以前の

HBAの pWWNを削除して新しい HBAの pWWNを追加し、ゾーンセットを再度アクティブ化す
る必要があります。

拡張モードで動作する場合、アプリケーションは「ネイティブ」形式でのデバイスエイリアス名

を受け入れます。デバイスエイリアスを pWWNに展開する代わりに、デバイスエイリアス名が
設定に保存され、ネイティブデバイスエイリアス形式で配布されます。このため、ゾーンサー

バ、PSM、またはDPVMなどのアプリケーションは、自動的にデバイスエイリアスメンバーシッ
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プの変更を追跡し、それに応じて変更を実行します。拡張モードでの動作の主な利点は、変更の

実施を 1カ所で行えるということです。

デバイスエイリアスモードを変更すると、デバイスエイリアスの配布がイネーブルまたはオン

の場合にだけ、変更がネットワーク内のほかのスイッチに配布されます。イネーブルまたはオン

以外の場合、モード変更はローカルスイッチでだけ行われます。

拡張モードまたはネイティブデバイスエイリアスベースの設定は、interopモードのVSANで
は受け入れられません。対応するゾーンにネイティブデバイスエイリアスベースのメンバが

ある場合、IVRゾーンセットのアクティベーションは interopモードの VSANで失敗します。

（注）

デバイスエイリアスサービスに対するデバイスエイリアスのモードの注意事項と

制約事項

デバイスエイリアスサービス設定時の注意事項と制限事項は次のとおりです。

•異なるデバイスエイリアスモードで稼働している 2つのファブリックが結合されると、デ
バイスエイリアスの結合は失敗します。結合プロセス中、一方のモードまたは他方のモー

ドに自動的に変換できません。このような状況では、どちらか一方のモードを選択する必要

があります。

•拡張モードから基本モードに変更する前に、最初にローカルスイッチとリモートスイッチ
の両方からすべてのネイティブデバイスエイリアスベースの設定を明示的に削除するか、

またはすべてのデバイスエイリアスベース設定のメンバを対応する pWWNに置き換える必
要があります。

•デバイスエイリアスデータベースからデバイスエイリアスを削除すると、すべてのアプリ
ケーションは対応するデバイスエイリアスの実行を自動的に中止します。対応するデバイ

スエイリアスがアクティブなゾーンセットの一部である場合、その pWWNを出入りするす
べてのトラフックが中断されます。

•デバイスエイリアス名を変更すると、デバイスエイリアスデータベース内のデバイスエイ
リアス名が変更されるだけでなく、すべてのアプリケーションの対応するデバイスエイリア

ス設定も置き換えられます。

•デバイスエイリアスデータベースに新しいデバイスエイリアスが追加され、そのデバイス
エイリアスにアプリケーション設定が存在する場合、設定は自動的に有効になります。たと

えば、対応するデバイスエイリアスがアクティブなゾーンセットの一部で、デバイスがオン

ラインの場合、ゾーン分割が自動的に実行されます。ゾーンセットを再度アクティブ化する

必要はありません。

•デバイスエイリアス名が新しいHBAの pWWNにマッピングされると、それに応じてアプリ
ケーションの適用方法が変更されます。この場合、ゾーンサーバは、新しいHBAの pWWN
に基づいて自動的にゾーン分割を適用します。
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デバイスエイリアスモードの設定

拡張モードで動作するデバイスエイリアスを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

拡張モードで動作するデバイスエイリ

アスを割り当てます。

device-alias mode enhanced

例：
switch(config)# device-alias mode
enhanced

ステップ 2   

基本モードで動作するデバイスエイリ

アスを割り当てます。

no device-alias mode enhance

例：
switch(config)# no device-alias mode
enhance

ステップ 3   

例

次に、現在のデバイスエイリアスモード設定を表示する例を示します。

switch# show device-alias status
Fabric Distribution: Enabled
Database:- Device Aliases 0 Mode: Basic
Locked By:- User "admin" SWWN 20:00:00:0d:ec:30:90:40
Pending Database:- Device Aliases 0 Mode: Basic

デバイスエイリアスの配布

デフォルトでは、デバイスエイリアスの配布はイネーブルになっています。デバイスエイリア

ス機能は CFSを使用して、ファブリック内のすべてのスイッチに変更内容を配布します。

デバイスエイリアスの配布がディセーブルの場合、データベースの変更内容はファブリック内の

スイッチに配布されません。ファブリック内のすべてのスイッチで同じ変更を手動で行い、デバ

イスエイリアスデータベースを最新の状態に維持する必要があります。すぐにデータベースの

変更が行われるので、保留中のデータベースおよびコミットまたは中断の操作はありません。変

更をコミットしていない状態で配布をディセーブルにすると、コミット作業は失敗します。
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次に、失敗したデバイスエイリアスのステータスを表示する例を示します。

switch# show device-alias status
Fabric Distribution: Disabled
Database:- Device Aliases 25
Status of the last CFS operation issued from this switch:
==========================================================
Operation: Commit
Status: Failed (Reason: Operation is not permitted as the fabric distribution is
currently disabled.)

ファブリックのロック

デバイスエイリアス設定作業を行うと（どのデバイスエイリアス作業かに関係なく）、ファブ

リックはデバイスエイリアス機能に対して自動的にロックされます。ファブリックがロックされ

ると、次のような状況になります。

•他のユーザがこの機能の設定に変更を加えることができなくなります。

•有効なデータベースのコピーが取得され、保留データベースとして使用されます。保留中の
データベースに対して、以降の変更が行われます。保留中のデータベースへの変更内容をコ

ミットまたは廃棄（中断）するまで、保留中のデータベースは使用されます。

変更のコミット

変更をコミットできます。

保留中のデータベースに行われた変更内容をコミットした場合、次のイベントが発生します。

•有効なデータベースの内容が、保留中のデータベースの内容に上書きされます。

•保留中のデータベースがファブリック内のスイッチに配布され、これらのスイッチの有効な
データベースが新しい変更内容に上書きされます。

•保留中のデータベースの内容が空になります。

•ファブリックロックがこの機能に対して解除されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

現在アクティブなセッションに対する変

更をコミットします。

device-alias commit

例：
switch(config)# device-alias commit

ステップ 2   
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変更の破棄

デバイスエイリアスのセッション変更を破棄できます。

保留中のデータベースで行われた変更内容を廃棄した場合、次のイベントが発生します。

•有効なデータベースの内容は影響を受けません。

•保留中のデータベースの内容が空になります。

•ファブリックロックがこの機能に対して解除されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

現在アクティブなセッションを廃棄し

ます。

device-alias abort

例：
switch(config)# device-alias abort

ステップ 2   

例

次に、破棄操作のステータスを表示する例を示します。

switch# show device-alias status
Fabric Distribution: Enabled
Database:- Device Aliases 24
Status of the last CFS operation issued from this switch:
==========================================================
Operation: Abort
Status: Success

ファブリックロックの上書き

ロック操作（クリア、コミット、中断）は、デバイスエイリアスの配布がイネーブルの場合にだ

け使用できます。ユーザがデバイスエイリアス作業を行ったが、変更のコミットや廃棄を行って

ロックを解除するのを忘れていた場合、管理者はファブリック内の任意のスイッチからロックを

解除できます。管理者がこの操作を行うと、ユーザによる保留データベースの変更は廃棄され、

ファブリックのロックは解除されます。
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スイッチを再起動した場合、変更はvolatileディレクトリでだけ使用でき、また廃棄される場合も
あります。

管理者の権限を使用して、ロックされたデバイスエイリアスセッションを解除するには、EXEC
モードで clear device-alias sessionコマンドを使用します。
switch# clear device-alias session

次に、クリア操作のステータスを表示する例を示します。

switch# show device-alias status
Fabric Distribution: Enabled
Database:- Device Aliases 24
Status of the last CFS operation issued from this switch:
==========================================================
Operation: Clear Session<--------------------Lock released by administrator
Status: Success<-----------------------------Successful status of the operation

デバイスエイリアスの配布のディセーブル化とイネーブル化

デバイスエイリアスの配布をディセーブルまたはイネーブルに設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

配布をディセーブルにします。no device-alias distribute

例：
switch(config)# no device-alias
distribute

ステップ 2   

配布をイネーブルにします（デフォ

ルト）。

device-alias distribute

例：
switch(config)# device-alias distribute

ステップ 3   

例

次に、デバイスエイリアスの配布のステータスを表示する例を示します。

switch# show device-alias status
Fabric Distribution: Enabled <-------------------------------Distribution is enabled

Database:-Device Aliases 24

Locked By:-User "Test" SWWN 20:00:00:0c:cf:f4:02:83<-Lock holder's user name and switch ID

Pending Database:- Device Aliases 24

Status of the last CFS operation issued from this switch:
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==========================================================

Operation: Enable Fabric Distribution

Status: Success

次に、配布がディセーブルな場合のデバイスエイリアスの表示例を示します。

switch# show device-alias status
Fabric Distribution: Disabled

Database:- Device Aliases 24

Status of the last CFS operation issued from this switch:

==========================================================

Operation: Disable Fabric Distribution

Status: Success

レガシーゾーンエイリアスの設定

次の制約事項を満たす場合、レガシーゾーンエイリアス設定をインポートし、データを失うこと

なくこの機能を使用できます。

•各ゾーンエイリアスには、メンバが 1つだけあります。

•メンバのタイプは pWWNです。

名前または定義の競合が存在する場合、ゾーンエイリアスはインポートされません。

設定に応じて、必要とされるゾーンエイリアスをデバイスエイリアスデータベースにコピーし

てください。

インポート操作が終了し、commit操作を行うと、変更されたエイリアスデータベースが物理ファ
ブリック内のほかのすべてのスイッチに配布されます。ファブリック内のほかのスイッチに設定

を配布したくない場合、abort操作を行うと、結合の変更内容が完全に廃棄されます。

ゾーンエイリアスのインポート

特定の VSANのゾーンエイリアスをインポートできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

指定された VSANの fcalias情報をイ
ンポートします。

device-alias import fcalias vsan vlan-id

例：
switch(config)# device-alias import
fcalias vsan

ステップ 2   

デバイスエイリアスデータベースの結合の注意事項

2つのデバイスエイリアスデータベースを結合する場合は、次の注意事項に従ってください。

•名前が異なる 2つのデバイスエイリアスが同一の pWWNにマッピングされていないことを
確認します。

• 2つの同一の pWWNが 2つの異なるデバイスエイリアスにマッピングされていないことを
確認します。

•両方のデータベースのデバイスエイリアスの合計数が、Cisco MDS SAN-OS Release 3.0（x）
以前が稼働しているファブリックでは 8K（8191個のデバイスエイリアス）、Cisco MDS
SAN-OS Release 3.1（x）以降が稼働しているファブリックでは 20Kを超えていないことを確
認します。

両方のデータベースのデバイスエントリの合計数がサポートされる設定制限値を超えた場合、結

合は失敗します。たとえば、データベース Nに 6000個のデバイスエイリアス、データベースM
に 2192個のデバイスエイリアスがあり、SAN-OSRelease 3.0(x)以前が稼働している場合、この結
合操作は失敗します。デバイスエイリアスモードが一致していない場合も、結合操作は失敗し

ます。

追加情報については、ご使用のデバイスの『System Management Configuration Guide』の「CFS
Merge Support」を参照してください。

デバイスエイリアス設定の確認

デバイスエイリアス情報を表示するには、次のいずれかの作業を実行します。

目的コマンド

ゾーンセット情報のデバイスエイリアスを表

示します。

show zoneset [active]

デバイスエイリアスデータベースを表示しま

す。

show device-alias database [pending | pending-diffs]

指定された pWWNまたはエイリアスのデバイ
スエイリアス情報を表示します。

show device-alias {pwwn pwwn-id | name
device-name } [pending]
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目的コマンド

FLOGIデータベースのデバイスエイリアス情
報を表示します。

show flogi database [pending]

FCNSデータベースのデバイスエイリアス情報
を表示します。

show fcns database [pending]

デバイスエイリアスサービスのデフォルト設定

次の表に、デバイスエイリアスパラメータのデフォルト設定を示します。

表 2：デフォルトのデバイスエイリアスパラメータ

デフォルトパラメータ

イネーブルデバイスエイリアスの配布

基本デバイスエイリアスのモード

有効なデータベース使用中のデータベース

保留中のデータベース変更を受け入れるデータベース

最初のデバイスエイリアス作業でロックされるデバイスエイリアスファブリックロックの状

態
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